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問題Ⅰ 

(１)(２)－ 01   (３)(４)－ 03   (５)(６)－ 02 

(７)(８)－ 01   (９)(10)－ 04   (11)(12)－ 03 

(13)(14)－ 04   (15)(16)－ 03   (17)(18)－ 02 

(19)(20)－ 01   (21)(22)－ 02   (23)(24)－ 01 

(25)(26)－ 04 

 

問題Ⅱ 

(27)(28)－ 01   (29)(30)－ 01   (31)(32)－ 04 

(33)(34)－ 03   (35)(36)－ 01   (37)(38)－ 01 

(39)(40)－ 02   (41)(42)－ 02   (43)(44)－ 04 

(45)(46)－ 03   (47)(48)－ 04   (49)(50)－ 01 

 

問題Ⅲ 

(51)(52)－ 03   (53)(54)－ 02   (55)(56)－ 16 

(57)(58)－ 04   (59)(60)－ 02   (61)(62)－ 01 

(63)(64)－ 04 

設問５ 

シパーヒーとイェニチェリから構成された。前者は，トルコ系の騎士で，ティマール制の下，征服地の

農地の管理と徴税権が与えられる代わりに，戦時には従軍した。後者は，火砲を装備したスルタン直属

の奴隷身分の常備歩兵軍団で，バルカン半島のキリスト教徒の子弟を徴募してイスラーム教に改宗さ

せた後に訓練・登用するデヴシルメ制の下で，編制され従軍した。火砲の発達で騎兵の役割が低下する

と，シパーヒーは衰退した。（196 字） 

 

問題Ⅳ 

(65)(66)－ 05   (67)(68)－ 03   (69)(70)－ 03 

(71)(72)－ 03   (73)(74)－ 08   (75)(76)－ 05 

(77)(78)－ 06 

設問６ 

オランダは，ジャワ島のＡバタヴィアを拠点に香辛料交易に進出し，Ｄ台湾を確保して日中交易を中

継した。競合するイギリスに対し，Ｃマルク諸島のＢアンボイナでイギリス商館員らを殺害して東南

アジアから駆逐し，東アジアでもイギリスを妨害して「鎖国」後も日本と交易を続けた。イギリスが

1651 年に航海法でオランダ中継貿易に打撃を与えると，３次の英蘭戦争が起こり，オランダは後退し

たが，名誉革命で 1689 年にオランダ総督ウィレムがイギリス王に即位して両国は事実上同君連合とな

り，共同でフランスに対抗した。（240 字） 


